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東日本大震災 災害対策本部被害・設置状況に係る調査票 

                  調査日：平成 23 年 4 月 11 日 

自治体名 仙台市役所 震   度 6 強(若竹)、6 弱(五輪) 

人口（震災前） 1,010,256 人 世帯数（震災前） 450,909 世帯 

死 者 数 521 人(仙台市全体) 行方不明者数 調査中(仙台市全体) 

避難所数 34 箇所 避難者数 3,063 人 

庁舎の位置図 

 

 

 

 

 

庁舎の写真 1 庁舎の写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部室を設置した青葉区役所概観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎入り口 

仙台市役所 

（近接して本部

室を設置した青

葉区役所がある）
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庁舎の写真 3 庁舎の写真 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎壁面タイルが一部滑落 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎玄関ホールの模様 

庁舎の状況 

□庁舎は、昭和 50 年 10 月築。庁舎玄関入り口の亀裂や庁舎内の天井の滑落などあり。 

□地域防災計画の規程どおり、青葉区役所内に本部室を設置。市庁舎は浸水等の影響なし。 

□地震直後停電したが、自家発電機を作動させ対処。 

本部室の写真 1 本部室の写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部室入り口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部各班のコーナー 

本部室の写真 3 本部室の写真 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニターと災害情報の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自衛隊ほか支援スタッフのコーナー 
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本部室の状況 

□本部室は、地域防災計画に定められたとおり、青葉区役所５階の会議室に設置。 

□本部室には、市本部事務局員が常駐するほか、他市からの応援職員、宮城県、国土交通省、自衛隊

等派遣職員が詰めていた。地震直後は、第１回目の本部会議を３月 11 日 16 時に開催。３月中は、

１日２、３回会議を開催したが、調査した４月 11 日現在は１日１回のペースで開催している。 

□本部室には本部会議用スペースを常設。入り口側に本部事務局スペースがあり、数名のスタッフ 

が詰めている。被害集計表をホワイトボードに書き込み、避難所開設・収容状況を模造紙等に表示。

津波浸水箇所図、捜索箇所図などの資料を地図上に記載。 

 

その他、特筆すべき事項 

□報道機関は、当初は出入りがあったが、今回の調査時点では出入りは見られなかった。 

□仙台市の「地震津波災害情報」は市の広報紙である「仙台市政だより」などの資料を発行。 

 

 

（注１）調査票の各項目に関する出典は、以下のとおり。 

人口（震災前）：全国市町村要覧 平成 22 年版 

世帯数（震災前）：全国市町村要覧 平成 22 年版 

死者数：消防庁被害報第 100 報（平成 23 年 4 月 11 日 11 時時点） 

行方不明者数：消防庁被害報第 100 報（平成 23 年 4 月 11 日 11 時時点） 

避難所数：宮城県 東日本大震災における被害等状況資料（平成 23 年 4 月 11 日 19 時時点） 

避難者数：宮城県 東日本大震災における被害等状況資料（平成 23 年 4 月 11 日 19 時時点） 

位置図：背景地図は「電子国土」（国土地理院）より抜粋 

（注２）「震度」については、気象庁平成 23 年 3 月 30 日報道発表資料（「平成 23 年（2011 年）東北

地方太平洋沖地震」により各地で観測された震度について）による（一部の震度観測点について

は精査継続中となっている）。 
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東日本大震災 災害対策本部被害・設置状況に係る調査票 

                  調査日：平成 23 年 4 月 11 日 

自治体名 仙台市宮城野区役所 震   度 6 強(若竹)、6 弱(五輪) 

人口（震災前） 183,307 人 世帯数（震災前） 83,936 世帯 

死 者 数 521 人(仙台市全体) 行方不明者数 調査中(仙台市全体) 

避難所数 34 箇所 避難者数 3,063 人(仙台市全体) 

庁舎並びに被害状況写真の位置図 

 

 

 

 

被害状況の写真 1 被害状況の写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新浜地区（沿岸から数 km は津波の被害甚大）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 蒲生地区（沿岸から数 km は津波の被害甚大）

宮城野区役所 

（災害対策本部）

被害甚大地域 

津波浸水、出火場所 
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庁舎の写真 1 庁舎の写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎概観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎概観 

庁舎の写真 3 庁舎の写真 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎壁面タイルが一部滑落 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎壁面タイルが一部滑落 

庁舎の状況 

□庁舎の建築年度：昭和63 年12月 

□庁舎の被害状況：玄関や一部天井の滑落あり 

□庁舎のライフライン：地震直後は、電気、ガス、上・下水道が供給停止。 

1ヶ月経過した時点で、ライフラインの供給は安定し、仮設トイレ無。 

□被災直後は、区役所内にも避難者はいたが、停電等の解消とともに避難所や自宅に移動。 

本部室の写真 1 本部室の写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部各班のコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部の情報表示坂 
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本部室の写真 3 本部室の写真 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災地域の地図表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部事務局通信連絡機器等 

本部室の状況 

□位置：区役所庁舎3階 

□レイアウト：本部事務局（区民生活課）を中心に、被害情報、支援情報を整理した資料作成、掲示。

関係各課の他、消防、県警等が入った本部員会議を、毎日午前9時30分から開催。 

□本部室内はPC、ホワイトボード、通信連絡機器、被災地図、各種資料等を用いて業務を行う。 

□特に災害対策本部の掲示はなかったが、避難情報、交通情報などを掲示。 

 

その他、特筆すべき事項 

□庁舎内に避難者は無。訪れた時点では、報道機関の姿は無し。 

□本館玄関に掲示板を設け、3階の本部事務局（区民生活課）にて区民に情報提供し、通常の窓口業

務を行う。 

 

 

（注１）調査票の各項目に関する出典は、以下のとおり。 

人口（震災前）：全国市町村要覧 平成 22 年版 

世帯数（震災前）：全国市町村要覧 平成 22 年版 

死者数：消防庁被害報第 100 報（平成 23 年 4 月 11 日 11 時時点） 

行方不明者数：消防庁被害報第 100 報（平成 23 年 4 月 11 日 11 時時点） 

避難所数：宮城県 東日本大震災における被害等状況資料（平成 23 年 4 月 11 日 19 時時点） 

避難者数：宮城県 東日本大震災における被害等状況資料（平成 23 年 4 月 11 日 19 時時点） 

位置図：背景地図は「電子国土」（国土地理院）より抜粋 

（注２）「震度」については、気象庁平成 23 年 3 月 30 日報道発表資料（「平成 23 年（2011 年）東北

地方太平洋沖地震」により各地で観測された震度について）による（一部の震度観測点について

は精査継続中となっている）。 
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東日本大震災 災害対策本部被害・設置状況に係る調査票 

                  調査日：平成 23 年 4 月 11 日 

自治体名 仙台市若林区役所 震   度 6 弱 

人口（震災前） 127,967 世帯数（震災前） 57,609 

死 者 数 521 名(仙台市全体) 行方不明者数 調査中(仙台市全体) 

避難所数 34 箇所(仙台市全体) 避難者数 3,063 人(仙台市全体) 

庁舎並びに被害状況写真の位置図 

 

 

 

 

被害状況の写真 1 被害状況の写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒浜地区-1（沿岸から数 km は津波の被害甚大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荒浜地区-2（沿岸から数 km は津波の被害甚大）

若林区役所 

（災害対策本部） 

被害甚大地域 

津波浸水場所 
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庁舎の写真 1 庁舎の写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎概観-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎概観-2 

庁舎の写真 3 庁舎の写真 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎 1 階ホールで本部の情報掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎の一角の NTT 特設電話コーナー 

庁舎の状況 

□庁舎の建築年度：昭和63 年10月 

□庁舎の被害状況：一部天井の滑落あり 

□庁舎のライフライン：停電無・仮設トイレ無 

□ピーク時、2万人が区内の避難所等に避難していたが、1ヶ月経過した現在収容者は大幅に減少。 

□地震発生直後は、電気、ガス、上下水道とも供給停止。電気は、自家発電装置を作動させ対処。 

□電気、ガス、上下水道とも1ヶ月経過し供給を再開。 

□地震直後は、エレベータも使えず。 

本部室の写真 1 本部室の写真 2 

 

 

 

 

 

 

 

本部室入り口 

 

 

 

 

 

 

 

本部事務局の窓口対応 
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本部室の写真 3 本部室の写真 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本部室入り口にて災害情報を掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応急仮設住宅申し込みコーナー 

本部室の状況 

□位置：区役所庁舎3階 

□レイアウト：本部事務局（区民生活課）を中心に、被害情報、支援情報を整理した資料作成、掲示。

関係各課、消防本部、県警等による本部会議を1日1回午前中に開催、対策方針を協議。 

□本部室内ではPC、ホワイトボード、被災地図、各種資料等を用いて業務を行い、避難情報、交通情

報、応急仮設住宅申し込み情報等を掲示。 

 

その他、特筆すべき事項 

□庁舎内に避難者は無し。調査に訪れた時点では、報道機関はいなかった。 

□本館1階ホールと2階事務局にて、掲示板を設け区民への情報提供を実施、通常の窓口業務を行う。

□区民生活課の窓口にて、震災関連の区民相談等の窓口を設置。 

 

 

（注１）調査票の各項目に関する出典は、以下のとおり。 

人口（震災前）：全国市町村要覧 平成 22 年版 

世帯数（震災前）：全国市町村要覧 平成 22 年版 

死者数：消防庁被害報第 100 報（平成 23 年 4 月 11 日 11 時時点） 

行方不明者数：消防庁被害報第 100 報（平成 23 年 4 月 11 日 11 時時点） 

避難所数：宮城県 東日本大震災における被害等状況資料（平成 23 年 4 月 11 日 19 時時点） 

避難者数：宮城県 東日本大震災における被害等状況資料（平成 23 年 4 月 11 日 19 時時点） 

位置図：背景地図は「電子国土」（国土地理院）より抜粋 

（注２）「震度」については、気象庁平成 23 年 3 月 30 日報道発表資料（「平成 23 年（2011 年）東北

地方太平洋沖地震」により各地で観測された震度について）による（一部の震度観測点について

は精査継続中となっている）。 

 


